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1. 背景と目的 

 データの可視化は，分析において非常に有効

である．特に，データの値が一見して分かるこ

とや，大小関係を視覚的に把握できるような可

視化方法が良いとされる．本研究では，データ

の可視化の中でも比例シンボルマップについて

言及する．これは，地図上に量的な値を持つデ

ータを表示する際に，円などの図形を用いて，

その大きさで値の大小を表現する可視化手法で

ある．しかし，従来のこの手法では，図形から

は大雑把な大小関係しか読み取れず，正確な数

値を読み取ることも困難である．また，値の大

小比(ダイナミックレンジ)が大きいデータ群へも

対応していない．そこで本研究では，比例シン

ボルマップを用いたデータ可視化手法の改善を

試みる．特に，数値そのものや数値同士の大小

比の正確な読み取りや，ダイナミックレンジの

大きいデータ群の扱いが容易となるような手法

の提示を目的とする． 

 

2. 先行研究 

 ここでは，本研究に関連するデータ可視化手

法として，最近提案された 2 つの研究について

紹介する． 

 まず，Daniel らによる非線形ドットプロット

[1]である．これは，棒グラフ状に点をプロット

することでデータを可視化する方法である．点

の数が少ない場合は点を大きくし，点の数が多

い場合は点を小さくする．例を図 1に示す． 

 

 
図 1 非線形ドットプロットの例 

 

 

 

 

 

 このグラフでは，点の数が少ない場合に数え

上げによって正確な値が把握できる．また，数

が多い場合は点を小さくしているため，グラフ

の高さを抑えることができる．これにより，ダ

イナミックレンジが大きいデータ群の可視化が

可能である． 

 次に，Halwatsch らによる積み上げ型棒グラフ

[2]である．これは，データ範囲が異なる複数の

線形棒グラフを積み上げることによってデータ

を可視化する方法である．例を図 2に示す． 

 

 
図 2 積み上げ型棒グラフの例 

 

 このグラフは，積み上げられたそれぞれの棒

グラフは線形であるため，視覚的なデータ大小

関係と実際の大小関係に矛盾が出ない．また，

様々な範囲のグラフを利用するため，ダイナミ

ックレンジが大きいデータ群に対応している．

さらに，グラフの範囲がそれぞれ異なるため，

桁数に関しての情報を加えることができる． 

 

3. 可視化 

 本研究では，3 種類の可視化方法を提案する．

また，大小関係を示す図形の大きさの決定方法

や，桁が増えた際の表示方法についても述べる．

従来の手法と同様に，直感的な大小関係が把握

できるよう図形の大きさを数値によって変更す

る．それに加えて，正確な数値を読み取ること

ができる手法を提案する． 

 

3.1 可視化方法 

 3種類の可視化方法について述べる． 

 手法 A として，円を分割する手法を挙げる．

これは，分割数によって，最上位の桁の値と，

その 1つ下の桁の値を示す方法である．例を図 3 

に示す． 
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図 3 手法 Aの例 

 

 この手法は，Daniel らの手法[1]より，数え上

げによるデータの可視化を利用している． 

 手法 B として，アナログ時計の表示方法を利

用した手法を挙げる．これは，最上位の桁の値

を短針で示し，それ以下の数値を，長針によっ

て示す方法である．例を図 4に示す． 

 

 
図 4 手法 Bの例 

  

 手法 C として，円を塗りつぶす手法を挙げる．

これは，データの値によって円グラフのように

円を塗りつぶすことで数値を示す方法である．

円を 10 等分する線を利用し，数値を示す．例え

ば 2 という値を示す際は，円全体で 10 とみなし，

2 の値まで塗りつぶすといった方法である．例を

図 5に示す． 

 

 
図 5 手法 Cの例 

 

手法 B及び Cは，Halwatsch らの手法[2]より，

離散的な目盛りによるデータの可視化を利用し

ている． 

 

3.2 桁の明示 

ダイナミックレンジが広いデータ群を扱う場

合，桁数の変化が大きくなる．そこで，桁数が

変化した場合の表示方法について述べる．桁が

増えた際，外円を増やす方法を提案する．増や

した場合について，案 1 を利用して例を図 6 に

示す． 

 

 
図 6 桁によって外円を増やした例 

 

これにより，データの桁数(指数部)を明示する

ことができる． 

 

3.3 円の半径設定 

 本手法では，データの大小関係を表すため，

基準となる円の拡大を提案する．ひとつは面積

を比例関係で拡大する方法であり，もうひとつ

は数値の対数を取ることで半径を決定し円を描

画する方法である．面積を比例関係で拡大する

方法では，視覚的な比較の容易さは向上する．

しかし，ダイナミックレンジの広いデータ群に

対応することが難しい．その場合，対数を取る

方法を用いる．対数を用いた変換方法では，デ

ータの値が 1の場合に，0に変換されてしまう．

この問題の解決のため，変換後の半径の値に 1

加算するなどして対応する．また，単純に対数

を取った場合の大小差が微小になることの調整

方法としても，変換後に一定の値を加減算する

方法を取る． 

 ダイナミックレンジの広いデータで対数を用

いて変換した場合，一見しただけでは桁数の違

が分かりづらくなるため，3.2 節で述べた桁の明

示方法が特に有効である． 

 

4. 今後の課題 

 本研究では，直感的に大小関係を把握し，よ

り正確に数値を読み取る可視化手法の提案を行

った．提案手法は，値の大小関係を図形の大小

関係と対応付けることで直感的な読み取りを，

数え上げや目盛りを利用してより正確な読み取

りを実現した．  

 今後の課題として，図形同士の重なりが挙げ

られる．現在，描画した図形が重なった場合を

想定せず，あくまで図形全体が見えるような場

合に関して比較を行っている．図形が重なるこ

とで，線や目盛の数え上げが困難になる．その

場合の改善方法や，より分かりやすい可視化方

法の提案が今後の課題である． 
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